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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ハウジング体（殻）（１１）と蓋体（１３）を含み、少なくとも部分的に平面の、前記蓋
体（１３）の組付け力によって変形され得る材料からなるパッキン（１７）が前記ハウジ
ング部材のうちの一つに設けられた実質的にハウジング壁に平行に沿う少なくとも１個の
挟搾突起（２０）によりもう一つのハウジング部材に設けられた挟搾溝（２１）に押し込
まれることによってハウジング殻（１１）と蓋体（１３）の間の分割面（１６）をシール
するように該分割面に配設され、前記少なくとも１個の挟搾突起（２０）は前記パッキン
（１７）の片面が密着する圧縮エッジを有する構成のハウジングであって、
　前記パッキンの反対側面は前記圧縮エッジの範囲において前記挟搾溝により形成される
空間に突出し、該挟搾溝は前記パッキン（１７）が溝底に接触することがないような十分
な深さに刻まれ、さらに前記挟搾突起（２０）の先端の圧縮エッジ（２６）にはパッキン
（１７）を鉤止めする歯（２７）が設けられていることを特徴とするハウジング。
【請求項２】
ハウジング体（１１）と蓋体（１３）を含み、これらハウジング部材（１１、１３）はフ
ィルターインサート（１０）が入口（１２）が設けられた汚れ側（１９）と出口（１４）
が設けられた清浄側（１８）とを分つように該インサートをハウジング部材内に固定し、
少なくとも部分的に平面の、前記蓋体（１３）の組付け力によって変形され得る材料から
なるパッキン（１７）が前記ハウジング部材のうちの一つに設けられた実質的にハウジン
グ壁に平行に沿う少なくとも１個の挟搾突起（２０）によりもう一つのハウジング部材に



(2) JP 4372356 B2 2009.11.25

10

20

30

40

50

設けられた挟搾溝（２１）に押し込まれることによってハウジング殻（１１）と蓋体（１
３）の間の分割面（１６）をシールするように該分割面に配設され、前記少なくとも１個
の挟搾突起（２０）は前記パッキン（１７）の片面が密着する圧縮エッジを有する構成の
フィルターであって、
　前記パッキンの反対側面は前記圧縮エッジの範囲において前記挟搾溝により形成される
空間に突出し、該挟搾溝は前記パッキン（１７）が溝底に接触することがないような十分
な深さに刻まれ、さらに前記挟搾突起（２０）の先端の圧縮エッジ（２６）にはパッキン
（１７）を鉤止めする歯（２７）が設けられていることを特徴とするフィルター。
【請求項３】
複数の挟搾突起（２０）及び挟搾溝（２１）が設けられ、挟搾溝（２１）が挟搾突起（２
０）の間の空間で形成されたことを特徴とする請求項２記載のフィルター。
【請求項４】
前記パッキン（１７）が同時にハウジング内におけるフィルターインサートの補強部材で
あることを特徴とする請求項２或いは３のいずれか１項に記載のフィルター。
【請求項５】
前記パッキンが不織布、熱可塑性のプラスチック製であることを特徴とする請求項２乃至
４のいずれか１項に記載のフィルター。
【請求項６】
フィルターインサートのパッキン（１７）のフィルターハウジング分割面の挟搾突起の圧
縮エッジに対する当りがフィルターハウジングの変形に拘らずに常に許容範囲内にある請
求項２乃至５に記載のフィルターへの組込みに適することを特徴とするフィルターインサ
ート。
【請求項７】
濾材（２８）とパッキン（１７）とが同一材料で作製されたことを特徴とする請求項６記
載のフィルターインサート。
【請求項８】
パッキン（１７）の１部がジグザグに折畳まれたシート状の濾材の端襞で形成されている
ことを特徴とする請求項６乃至７のいずれか１項に記載のフィルターインサート。
【請求項９】
パッキン（１７）が深絞りにより作製された一体構造体の一部であり、該構造体はフィル
ターフレーム（３２）として利用されその内部に濾材（２８）が収納されることを特徴と
する請求項６乃至７のいずれか１項に記載のフィルターインサート。
【請求項１０】
パッキン（１７）が端板の外周に設けられ、放射状に折畳まれた濾材と共に丸形フィルタ
ーパトローネを形成することを特徴とする請求項６乃至７のいずれか１項に記載のフィル
ターインサート。
【請求項１１】
端板とパッキン（１７）が一体品であることを特徴とする請求項１０記載のフィルターイ
ンサート。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　　（技術分野）
　本発明は,フィルターインサートがフィルターハウジングのシールをするフィルター、
特に内燃機関のエアフィルターに関し、さらには、少なくとも二つのハウジング部材から
なるシールされたハウジングと該ハウジングに装着されるフィルターインサートに関する
。
【０００２】
　　（背景技術）
　ＥＰ４９０１９６Ｂ２にハウジングが第３図に示されるように２個のハウジング体から
なるフィルターが開示されている。フィルターインサート装着の際にはハウジングは開か
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れ、縁にパッキンが設けられたフィルターインサートが、前記パッキン部が前記ハウジン
グ体間のフランジ接合面に達するように装着され、ハウジング体は再び結合される。その
際、一方においてフィルターインサートはハウジングに固定され、他方においてフランジ
部でシールが形成される。フランジ結合部に隆起と対応する溝とを設けることによってシ
ール機能が向上されるが、このことはフランジ部でパッキンの付加的な変形をもたらす。
【０００３】
　しかしながら、上記した様に形成されたシーリングでは、加工技術上の問題がある。フ
ランジ結合はハウジング壁の周囲を巡るシール面によってなされるが、その際、該シール
面はもう一方のハウジング部材の対向面と一致しなければならない。フィルターインサー
トに設けられたパッキン部の接合面方向の伸びは小さいので、ハウジング部材は精度高く
作製される必要がある。というのは、例えば構造部材の変形による小さな形状の狂いでも
シール面に隙間が生じることがあるからである。このようにして、吸入された２次空気が
フィルターの清浄側に到達して、汚染が起ることがあり、このことはいかなる場合でも避
けなければならないことである。特に、昨今空気フィルターのハウジングに通常使用され
る材料であるプラスチック製のハウジング部材ではハウジング部材の変形は非常に大きい
。
　したがって、信頼できるシール性を達成するには、フランジ部に複数の補強手段を講じ
て十分な面圧を確保する必要がある。このことは、しかしながら、フィルターの組立或は
交換時の労力が増大することを意味する。
【０００４】
　ＥＰ４９０１６９Ｂ２によれば、さらに、ハウジング部材のうちの一つに追加のパッキ
ンを設けるか、或は追加パッキンをフィルターインサートの設けられているパッキンに強
固に結合することが提案されている。これは、しかしながら、フィルターインサートの製
作仕様に追加事項が生じるか、或は組立時に追加パッキンを取扱うことによる不利な労力
を要することになる。ともあれ、このシーリング方法は、フランジ結合における公差範囲
を大きくし、前述した問題を軽減する。
【０００５】
パッキングはハウジング部材の接合面方向には限られた伸びしかできない。この伸びを大
きくし過ぎると、フランジ接合の幅の狭い割面部における組付け力も増大する。しかしな
がら、この処置において低減されなければならないものは、まさに組付け力である。
【０００６】
　本発明の課題は、したがって、シール性確保のために要求される事項を満たし、製造に
おいてコストが有利で、組立において労力が少ない、少なくとも二つの箱体からなるハウ
ジングを得ることである。
【０００７】
　この課題は請求の範囲第２項のフィルターにより解決される。さらに、請求の範囲第１
項により、同様に課題を解決し、フィルターインサートの装着に適したハウジングが請求
される。そのほか、請求の範囲第６項により請求の範囲第１項によるハウジングへの装着
に適するフィルターインサートが請求される。
【０００８】
　　（発明の開示）
　本発明によるフィルターは、フィルターインサートをハウジング内に装着するのに適す
る二つのハウジング部材を含む。そして、フィルターの汚れ側と清浄側との分離が、フィ
ルターインサートにハウジング部材の分割面にまで届くパッキングを設けることによって
なされる。ハウジング部材が組立てられると、フィルターインサートに設けられたパッキ
ンによってシール作用が生じる。最終組立に関しては、例えばハウジング部材のフランジ
結合に掛け金が設けられた場合、フィルターは三つの部分からなることになる。したがっ
て、本発明のフィルターでは、組立時間は最小にまで短縮される。
【０００９】
　シール作用を向上するために、ハウジング部材の一つに少なくとも１個の挟搾溝が設け
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られ、該挟搾溝に組立により、もう一つのハウジング部材の挟搾突起が入り込む。パッキ
ンは、弾性変形できる材料からなり、前記挟搾突起によって前記挟搾溝に押込められる。
そして、前記パッキンは、挟搾溝に十分に深く、しかし溝底には接触しないように押圧さ
れて挟搾突起の圧縮エッジに強く押しつけられる。分割面をシールするのに必要なパッキ
ンに掛る押圧力は、したがって、先ずはパッキンの圧縮エッジに沿う曲げ変形を生じさせ
るものであり、パッキン自身を圧縮するものではない。
　かくして、パッキンに加わる押圧力は大幅に低減される。パッキン面が挟搾突起の圧縮
エッジの形状に沿って若干伸びることによって、全体として十分な押圧力が掛ることにな
る。
【００１０】
　このパッキン結合構造によれば、先ず第一に、ハウジング部材の結合手段によって加え
なければならない結合力が大幅に低減される利点がある。このことは、例えば組立ねじの
数の減少等により、フィルターの経済性の向上をもたらす。本発明のパッキン結合構造の
重要な利点は、しかしながら、ハウジング部材の公差範囲を大きく設定できる可能性があ
ることである。公差範囲の問題は挟搾溝の深さにおいて生じる。挟搾突起の高さは、ハウ
ジング部材の形状誤差が公差を逸脱しても挟搾突起の一部が挟搾溝に突出するように設定
される。該形状誤差は、挟搾突起が挟搾溝に侵入する深さの変化をもたらす。公差範囲内
のパッキンは、これとは無関係に常に挟搾突起の圧縮エッジに乗っており、両ハウジング
部材間の結合力は形状誤差により少しだけ変化するのみである。公差範囲の限界は、一つ
は挟搾溝の上縁で、他は挟搾溝の溝底で与えられる。後者の場合、挟搾突起の圧縮エッジ
が構造部材の公差によって挟搾溝の溝底まで届くと、パッキンの付加的な塑性変形が限界
範囲まで至り得る。
【００１１】
　パッキンは不織布製のパッキンが好ましい。特に熱可塑性プラスチック繊維はフィルタ
ーインサートの廃棄物処理に際して熱利用が可能である。さらに、パッキンとして不織布
を用いると、挟搾溝と挟搾突起の交叉の程度が大きくても不織布は部分的に塑性変形する
ことができる。これは、繊維の結合が広がること、或は個々の不織布繊維が滑ることによ
る。このようにして、パッキンの変形に要する押圧力をある値以下にすることができ、両
ハウジング部材の組付け力をさらに低減することができる。
【００１２】
　不織布シールを用いることによって、上記したように、挟搾突起の圧縮エッジで支えら
れるパッキング帯を得ることができる。その際、ラビリンスシールに比し得るシール・ジ
オメトリとなり、パッキンを通して起るかもしれない空気の漏れは確実に許容できるもの
である。この場合、不織布シールは２次空気が通過するフィルターエレメントのような作
用をする。濾過されていない２次空気の素通りは、不織布パッキンが挟搾突起の圧縮エッ
ジで支えられているので不可能である。フィルターの清浄側に通過する空気の清浄度を保
証するために、不織布パッキンの濾過グレード或は分離グレードは少なくともフィルター
インサートと同じように高くなければならない。使用中に、２次空気の流量を減少させる
不織布パッキンによって分離された粒子を、フィルター機能を決して害することなく取除
くことができる。
【００１３】
　分割面に複数の挟搾突起を設けることも、本発明の思想の目的にかなった構造である。
その際、挟搾溝は隣合う２個の挟搾突起の間の中間空間で形成される。したがって、溝縁
は同時に挟搾突起の圧縮エッジとなる。このようにして、パッキンのシール作用を、挟搾
溝と挟搾突起の共同作用で分割面の必要スペースを抑えながら向上することができる。
【００１４】
　本発明の特徴の一つがパッキンを鉤止めする手段に見られる。該手段は、特に不織布パ
ッキンの場合にパッキン材に食い込む歯からなる。このようにして、パッキンの滑り出し
が防止される。前記歯は挟搾突起の圧縮エッジに鋳込みで設けてもよい。鉤止めの代替手
段として、例えば、けばを設けてもよい。圧縮エッジを滑り難い材料で製作することも考
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えられる。その材料は、例えばハウジング部材にマルチコンポーネント技術で吹付けられ
る。
【００１５】
　パッキンを同時にハウジング内におけるフィルターインサートの補強部材として利用す
る、本発明のモディフィケーションも考えられる。この方法では、フィルターエレメント
の装着面をハウジング内壁に設けなくてもよくなる。これによって、ハウジング及びフィ
ルターインサートの形状公差に余裕が生じる。そのようなフィルターインサートの構造形
状は、分割面における鉤止め手段と相俟って、さらに、フィルターインサートの端襞の補
強を廃止できる可能性を与える。この補強は、フィルターエレメントがシール効果を発揮
するためにハウジング壁に支えられる場合には通常必要なことである。
【００１６】
　ハウジング部材間の分割面の形状は、全ての種類のハウジング、特に内燃機関の吸気部
のハウジングにとって選択可能なものである。本発明の請求の範囲第３項～第５項による
好都合な形状は請求の範囲第２項にも有効である。パッキンには不織布を用いることがで
きる。形状に基づいて空気流量が決められねばならないが、また、当然侵入するかも知れ
ない望ましくない粒子を不織布シールが確実にシールできるかどうかに注意を払わなけれ
ばならない。
【００１７】
　請求の範囲第６項によるフィルターインサートは、請求の範囲第２項～第５項によるフ
ィルターに適するように作製されるものである。フィルターインサートをパッキンと同じ
材料で作製することは、本発明の思想にかなうものである。このバリエーションは、特に
不織布製のフィルターインサートに適する。空気を通すパッキンには、濾材の粒子分離グ
レードがパッキングのそれと同じになるので、十分な粒子分離能が求められる。このよう
に作製されるフィルターインサートは、１種類の材料が用いられるので、特に廃棄物処理
において問題がない。合成樹脂の不織布を選択した場合、構成部品は熱的に廃棄処理可能
である。さらに、材料が同一種類の合成樹脂であるため、使用済みのフィルターインサー
トを再び合成樹脂の製造に利用できる可能性がある。
【００１８】
　つぎのようなフィルターインサートにとって重要な完成形状がある。即ち、濾材がジグ
ザグに折畳まれてフィルターインサートが平形パトローネとして作製される。濾材の端襞
はパッキンとしてフィルターインサートから突出している。このようにすれば、フィルタ
ーエレメントを形成する部品の点数が減少され、フィルターインサートを経済的に製作で
きる。また、不織布のブランクを深絞りによって、パッキンと同時にフィルターフレーム
として機能する一体構造に作製することも可能である。濾材はこの一体構造物のフレーム
部分に装着され、該部分に結合される。結合は、例えば接着或は熱溶着で行われる。
【００１９】
　本発明によるシールシステムは、本発明による他の形状にしたがって丸形フィルターパ
トローネにも適用される。これは、軸状に折畳まれた濾材で、その頭部には端板が設けら
れている。該端板の外縁には上記した機能を有する不織布パッキンを取付けることができ
る。さらに、前記端板自身を不織布製とし、前記不織布パッキンがこの構造部材と一体化
される可能性もある。これにより、既に述べた利点、即ちフィルターエレメント全体が１
種類の材料で構成される利点が得られる。
【００２０】
　本発明の好ましいその他の構成のここに記載及びその他の特徴が、請求項、また明細書
及び図面からもたらされ、個々の特徴はそれ自身或は多くは本発明の実施形態における形
状を組合せて及び他の分野において実現され、有利かつそれ自身保護され得る実施形態を
示すことができ、それらに対してここに保護を要請するものである。
【００２１】
　　（発明を実施するための最良の形態）
【００２２】
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　第１図は、ハウジングとフィルターインサート１０からなるフィルターを示す。該ハウ
ジングは、入口１２を備えたハウジング体と出口１４を備えた蓋体１３である。これらの
ハウジング部材はクランプ１５によって堅く締付けられる。分割面１６にはフィルターイ
ンサートの一部をなすパッキン１７が挿入されている。このようにして、清浄側１８とフ
ィルターインサートで清浄化される前の汚れ側１９とが分割される。
　分割面１６は、挟搾突起２０と挟搾突起間の挟搾挟搾溝２１で形成され、これらの挟搾
突起と挟搾溝は互いに挟搾突起が挟搾溝に噛合うようになっている。挟搾突起は挟搾溝底
２２までは達しないようにされる。
【００２３】
　フィルターの組立は、フィルターインサート１０をハウジング体１１に装着することに
よって行われる。フィルター組立２３とハウジング体１１の壁２４との間はシールする必
要がないので、フィルターフレームはハウジング体の開口よりも小さくしてある。したが
って、フィルターインサート１０は最初に容易にハウジング体にルーズに置かれ、取付け
位置にリブ２５によって支えられる。パッキン１７は、分割面の範囲に亘るようにハウジ
ング体１１の組付け面に重ねられる。蓋体１３を置いてクランプ１５を締めることによっ
て、挟搾突起２０と挟搾溝２１の相互作用によりシールが形成され、望ましいシールが行
われる。
【００２４】
　第２図は、第１図のハウジング体１１の分割面部分を切取って示したもので、挟搾突起
２０および挟搾溝２１が認められる。挟搾突起は圧縮エッジ２６で終り、該エッジにはパ
ッキンを固定するための歯２７が規則的な間隔で設けられている。
【００２５】
　第３図には丸型パトローネに成形された本発明のフィルターインサートが示されている
。軸状に折畳まれた濾材２８は、その頭部に端板２９が設けられている。汚れ側１９と清
浄側１８の間のシール、特にパトローネの外側から内側へのシールは、端板２９にパトロ
ーネよりも大径の不織布リング３０を取付けることによって達成される。かくて、例えば
第１図に示されるシール方式に対応して、第２図には示されていない二つのフィルター部
材の間に不織布リングの外周部を挟むことができる。
【００２６】
　第４図及び第５図は、第１図のハウジングへの装着に適する平形のフィルターインサー
トを示す。これらの両フィルターは全て合成不織布で作製されている。濾材２８は、ジグ
ザグ形状に折畳まれた不織布シートからなる。第４図に示すように、濾材２８は深絞りに
より作製された一体構造部材３１に矢印方向に挿入され、熱溶着或は接着される。前記一
体構造部材は、前記濾材と同じ材料で作製されているので、濾過作用に与り、有効濾過面
積が増大される（このことは、第５図に示す変形例についても同様である）。一体構造部
材３１は、パッキン１７の機能を果たす平面部分とフィルターフレーム３２の機能を果た
す深絞り部分を有する。該フィルターフレーム３２により、何よりも先ず濾材２８の端部
のシールが保証される。このように、フィルターエレメント全体は、二つの部分からなる
。
【００２７】
　第５図に示されるフィルターインサート１０の形状では、濾材の端襞３３がフィルター
インサートのパッキン１７を形成する。濾材は、両端が側板３４に接着されるとともに、
パッキン１７を形成する部分が折り返される。側板３４の端には継ぎ目板部３５が設けら
れ、パッキン１７と、同様にパッキンとして設けられた端襞３３との接合が可能にされる
。
【００２８】
【図面の簡単な説明】
【図１】　二つのハウジング体と一つの平形フィルターインサートからなるフィルターの
部分断面図であって、フィルターインサートはハウジング部材の分割面の不織布パッキン
を介して固定されている。
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【図２】第１図のハウジングに用いられる、パッキンを固定するための歯を有する挟搾突
起の斜視図を示す。
【図３】端板と該端板に接着された不織布パッキンを有する丸形フィルターパトローネの
縦断面図を示す。
【図４】同時にパッキンとして機能する深絞りで作製されたフィルターフレームを備えた
平形フィルターインサートを示す図である。
【図５】濾材の端部襞が不織布パッキンとなる平形フィルターインサートを示す。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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